
広報　常陸大宮　　　　平成２４年１１月号６

　

先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
正
月
時
代
劇
「 
御  
鑓 
拝

お 
や
り

借
〜
酔
い
ど
れ 
小  
籐  
次  
留  
書 
〜
」
の
撮
影

こ 
と
う 
じ 
と
め 
が
き

が
、
御
前
山
地
域
那
珂
川
大
橋
下
流
の
河

川
敷
で
行
わ

れ
、
疋
田
健
一

さ
ん
、
茂
垣
徳

一
さ
ん
が
舟
を

提
供
し
、
市
内

か
ら
エ
キ
ス
ト

ラ
４
人
が
出
演

す
る
等
、
市
民

の
方
の
協
力
の

も
と
順
調
に
撮

影
が
進
み
ま 

し
た
。

　

こ
の
番
組

は
、
平
成　

年
２５

元
日
に
放
送
予

定
で
す
。

　　

平
成　

年
第
３
回
常
陸
大
宮
市
議
会

２４

臨
時
会
が
、　

月　

日
に
開
会
さ
れ
、

１０

１２

次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

９
月　

日
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

２７

の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
に
、
国
道

２
９
３
号
線
の
茨
城
み
ど
り
農
業
協
同
組

合
緒
川
給
油
所
か
ら
Ｙ
字
路
区
間
（
物
産

セ
ン
タ
ー
か
ざ
ぐ
る
ま
周
辺
）
に
の
ぼ
り

旗
１
０
０
本
を
設
置
し
ま
し
た
。

事
故
多
発
地
点
に

　

交
通
安
全
の
ぼ
り
旗
を
設
置

　

９
月　

日
、
市
内
の
小
中
学
校
の
給
食

２８

の
一
日
分
に
あ
た
る
精
米
４
０
０
キ
ロ

「
奥
久
慈
の
恵　

う
ま
か
っ
ぺ
」
が
、
茨

城
み
ど
り
農
業
協
同
組
合
か
ら
市
へ
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
お
米
は
、
常
陸
大
宮
市
と
大
子
町

で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
、
地
元
の
農
産
物

の
良
さ
を
知
り
、
食
の
安
全
と
安
心
そ
し

て
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
れ
ば

と
の
願
い
を
込
め
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の 

で
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
お
米
は
、　

月
９
日
に
大

１０

宮
地
域
の
小
中
学
校
の
給
食
で
、　

日
に

１９

山
方
・
美
和
・
緒
川
・
御
前
山
地
域
の
小

中
学
校
の
給
食
で
提
供
さ
れ
、
児
童
・
生

徒
た
ち
は
、
地
元
の
ふ
っ
く
ら
お
い
し
い

ご
飯
を
味
わ
い
ま
し
た
。

茨
城
み
ど
り
農
業
協
同
組
合
か
ら

　

奥
久
慈
の
恵「
う
ま
か
っ
ぺ
」寄
贈

○
文
化
セ
ン
タ
ー
災
害
復
旧
工
事
請
負
契

約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

こ
の
区
間
は
、
事
故
多
発
区
間
で
あ
る

た
め
、
交
通
安
全
事
故
防
止
の
意
識
付
け

と
交
通
安
全
の
普
及
・
浸
透
を
図
る
た
め

に
、
交
通
安
全
協
会
緒
川
支
部
の
メ
ン

バ
ー
が
、
駐
在
所
の
協
力
を
得
て
設
置
を

し
ま
し
た
。

　

特
に
こ
れ
か
ら
の
夕
暮
れ
時
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
方
は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、

歩
行
者
も
反
射
材
の
着
用
を
心
が
け
る
な

ど
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▲色とりどりののぼり旗で、ドライバーの方へ交
通安全の呼びかけ

正
月
時
代
劇
の
ロ
ケ
が

　
　
　

市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た

▲左から三次市長、柏盛幸組合長
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９
月　

日
、
美
和
地
域
の
名
所
等
を
巡

３０

り
、
市
内
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
と
と
も

に
知
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

第
４
回
常
陸
大
宮
市
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
が　

人
の
参
加
の
も
と
開
催

３０

さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
は
ピ
ジ
ョ
ン
美
和
の
森
す
く
す
く

ハ
ウ
ス
で
美
和
木
材
協
同
組
合
の
方
が
、

ピ
ジ
ョ
ン
美
和
の
森
の
活
動
内
容
や
同
協

同
組
合
で
取
り
組
ん
で
い
る
モ
リ
券
に 

つ
い
て
説
明
を
し
、
活
発
な
質
問
や
意
見

が
飛
び
交
い
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
み
わ
★
ふ
る
さ
と
館
北
斗
星

に
立
ち
寄
り
、
多
く
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ

わ
う
盛
況
ぶ
り
に
、
参
加
者
た
ち
は
改
め

て
人
気
の
高
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
尺
丈
山
に
登
り
、
山
頂
か
ら
の

雄
大
な
景
色
を
眺
め
な
が
ら
昼
食
を
取

り
、参
加
者
同
士
で
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
ま
ま
、
午
後
の
会
議

が
始
ま
り
、
尺
丈
山
「
百
樹
の
森
」
森
づ

く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
の
方
が
活
動

内
容
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
茨
城
大
学
の
先
生
に
よ
る
地

理
学
か
ら
見
た
美
和
地
域
独
特
の
地
形
に

つ
い
て
小
講
義
が
開
講
さ
れ
、
普
段
聞
く

こ
と
の
で
き
な
い
専
門
的
な
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
団
体
の
紹
介
と
年
間
の
活
動
計

第
４
回
ま
ち
づ
く
り

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
開
催

オ
カ
リ
ナ
の
音
色
を
楽
し
ん
で

画
の
発
表
や
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
の
協

議
を
し
、
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
の
新
し
い
活
動
が
始
ま
り
そ
う
で
す
。

　

下
山
し
た
後
は
、
し
い
た
け
園
を
見
学

し
、
し
い
た
け
の
栽
培
方
法
や
原
発
の
風

評
被
害
を
払
拭
す
べ
く
導
入
さ
れ
た
原
木

の
除
染
機
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

台
風
の
接
近
で
、
天
候
を
心
配
し
な
が

ら
、
急
ぎ
足
で
美
和
地
域
を
巡
る
一
日
で

し
た
が
、
市
内
の
新
た
な
魅
力
を
知
っ
た

参
加
者
も
多
く
、
貴
重
な
一
日
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　千田の蓮田国男さん宅の畑で珍しい形のサツマイ
モが収穫されました。
　サツマイモを何本か合わせたような形をしてい
て、その様子はまるで赤い色をしたカボチャのよう。
紅あずまと安納いもが、それぞれ同じような形で出
てきました。
　蓮田さんによると、「収穫したサツマイモでこん
な形をしたものは、これだけ」と話してくれました。
また、この辺りで安納いもの栽培は難しいそうです。

珍しい形をした季節の収穫物
に心が和むできごとでした。

▼左が紅あずま（重さ１０８０g）
　右が安納いも（重さ　９６０g）

▲尺丈山頂上の展望台にて

▲奥様の節子さん ▲雨上がりの森にオカ
リナの澄んだ音色が
響き渡りました

　
　

月
６
日
、
お
が
わ
ふ
れ
あ
い
の
森
内

１０
の
「
オ
カ
リ
ー
ナ
の
森
」
の
野
外
音
楽
堂

で
、
宗
次
郎
氏
に
よ
る
音
楽
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

開
演
前
に
激
し
い
雨
が
降
り
始
め
、
野

外
で
の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
開

演
時
間
を
遅
ら
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「 
故  
郷 
」、「
七
つ
の
子
」、「
赤

ふ
る 
さ
と

い
靴
」、「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」

な
ど
、
な
じ
み
の
あ
る
曲
を
中
心
に
全　
１３

曲
が
演
奏
さ
れ
、
訪
れ
た
１
３
０
人
の
方

は
、
開
演
前
の
悪
天
候
を
忘
れ
、
澄
ん
だ

音
色
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
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月　

日
、
大
宮
小
学
校
５
年
生
の
親

１０

１２

子
と
茨
城
県
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
大
宮
大

子
支
部
に
よ
る
、
親
子
ふ
れ
あ
い
料
理
教

室
と
ガ
ス
コ
ン
ロ
贈
呈
式
が
同
校
家
庭
科

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
協
会
が
推
進
し
て
い
る
事

業
で
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
安
全
な
使
用
方
法
や

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
生
か
し
た
調
理
方
法
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
最
新
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
に
触
れ

る
こ
と
で
、
事
故
の
未
然
防
止
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
田
正
博
協
会
支
部
長
よ
り
蓮
見
信
之

大
宮
小
学
校
長
に
ガ
ス
コ
ン
ロ　

台
の
目

１０

録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
柴
田
朱
里
先
生
（
聖
愛
保
育

園
）
を
講
師
に
迎
え
、
寄
贈
さ
れ
た
ガ
ス

コ
ン
ロ
を
使
用
し
て
料
理
教
室
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
親
子
は
興
味
深
く
機

器
を
操
作
し
、
で
き
あ
が
っ
た
料
理
を
お

い
し
そ
う
に
試
食
し
て
い
ま
し
た
。

最
新
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
が

　
　
　
　
　

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　
　

月　

日
、
茨
城
大
学
の
学
生
た
ち
が

１０

１３

企
画
し
た
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
花
カ

フ
ェ
」
が
、
常
陸
大
宮
公
民
館
塩
田
分
館

で
開
催
さ
れ
、
地
元
や
市
内
か
ら
多
く
の

方
が
来
場
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
公
民

館
前
は
季
節
の
花
を
植
え
た
プ
ラ
ン
タ
ー

　

個
が
飾
ら
れ
、
テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
て
、

３０一
日
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
。
周
辺
の
道
沿

い
に
学
生
た
ち
が
植
え
た
様
々
な
品
種
の

コ
ス
モ
ス
や
ケ
イ
ト
ウ
も
見
頃
で
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
、
地
元
塩
田
の
そ
ば
粉
を

使
っ
て
試
作
を
重
ね
た「
そ
ば
粉
の
ピ
ザ
」

や
手
作
り
の
ケ
ー
キ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
お
茶

花
カ
フ
ェ
で
お
も
て
な
し

な
ど
で
地
域
の
方
を
も
て
な
し
、
茨
城
大

学
落
語
研
究
会
の
学
生
た
ち
に
よ
る
落
語

の
公
演
、
病
院
職
員
の
グ
ル
ー
プ
「
フ
ロ

イ
デ
ス
タ
ー
ズ
」
が
指
導
す
る
健
康
体
操

も
好
評
で
し
た
。

御
前
山
ビ
オ
ト
ー
プ
で
自
然
を
満
喫

　
　

月　

日
、
御
前
山
ビ
オ
ト
ー
プ
で
御

１０

１６

前
山
小
学
校
５
年
生
と
御
前
山
中
学
校
１

年
生
を
対
象
に
、
自
然
観
察
会
や
米
の
脱

穀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

千
歯
こ
き
や
足
踏
み
脱
穀
機
、 
唐  
箕 
な

と
う 
み

ど
昔
な
が
ら
の
農
具
を
使
っ
て
の
作
業
と

な
り
、
児
童
た
ち
は
初
め
て
目
に
す
る
、

昔
の
方
の
知
恵
と
工
夫
に
興
味
津
々
の
様

子
で
し
た
。

　

ま
た
自
然
観
察
会
で
は
、
会
場
周
辺
の

イ
ヌ
シ
ョ
ウ
マ
や
ア
サ
ザ
、
フ
タ
バ
ア
オ

イ
な
ど
、
希
少
動
植
物
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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▲左から飯田正博協会支部長、
蓮見信之大宮小学校長




